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(57)【要約】
【課題】経時での粉体搬送コイルの破断による粉体搬送
不良を防ぎ、長期に亘って確実に粉体を搬送できるよう
にする。
【解決手段】粉体であるトナーが搬送される搬送経路の
少なくとも一部に曲線部を有するトナー搬送管３１内に
トナー搬送コイル３４設け、その一端を駆動モータ３３
によって駆動軸３２を介して回転させることによってト
ナーに搬送力を付与する。そのトナー搬送コイル３４を
搬送経路の曲線部３１ａにおいて分割して、トナー搬送
方向上流側の一次搬送コイル３４１と下流側の二次搬送
コイル３４２との２体構成とし、その二次搬送コイル３
４２は、そのトナー搬送方向上流側端部３４２ａが一次
搬送コイル３４１のトナー搬送方向下流側端部３４１ａ
と接触した駆動伝達部３５によって、回転駆動力が伝達
されるようにした。
【選択図】　　　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粉体が搬送される搬送経路の少なくとも一部に曲線部を有する粉体搬送管と、該粉体搬
送管の内部で回転することにより粉体に搬送力を付与する粉体搬送コイルと、該粉体搬送
コイルを回転駆動させる駆動手段とを有する粉体搬送装置において、
　前記粉体搬送コイルを前記搬送経路の曲線部において分割して、粉体搬送方向上流側の
一次搬送コイルと下流側の二次搬送コイルとの２体構成とし、
　前記二次搬送コイルは、その粉体搬送方向上流側端部が前記一次搬送コイルの粉体搬送
方向下流側端部と接触して回転駆動力が伝達されることを特徴とする粉体搬送装置。
【請求項２】
　前記一次搬送コイル及び二次搬送コイルは、いずれも帯状の平板材を螺旋状に形成した
平板コイルであることを特徴とする請求項１に記載の粉体搬送装置。
【請求項３】
　前記一次搬送コイルの前記粉体搬送方向下流側端部、および前記二次搬送コイルの前記
粉体搬送方向上流側端部は、いずれも粉体搬送方向に略並行に折り曲げた形状であること
を特徴とする請求項１又は２に記載の粉体搬送装置。
【請求項４】
　前記一次搬送コイルの前記粉体搬送方向下流側端部、および前記二次搬送コイルの前記
粉体搬送方向上流側端部は、いずれも粉体搬送方向に略並行にＬ字状に折り曲げた形状で
あることを特徴とする請求項１又は２に記載の粉体搬送装置。
【請求項５】
　前記一次搬送コイルの前記粉体搬送方向下流側端部、および前記二次搬送コイルの前記
粉体搬送方向上流側端部は、いずれも粉体搬送方向に略並行に折り曲げてその先端部をさ
らに略直角に折り曲げたＵ字状又はコ字状の形状であることを特徴とする請求項１又は２
に記載の粉体搬送装置。
【請求項６】
　前記粉体搬送管の搬送した粉体を排出する排出口の内径が、前記二次搬送コイルの外径
よりも小さいことを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記載の粉体搬送装置。
【請求項７】
　少なくとも、潜像担持体と、該潜像担持体表面の転写残トナーを除去する潜像担持体ク
リーニング手段と、該潜像担持体クリーニング手段で除去された転写残トナーを搬送する
転写残トナー搬送手段とが一体的に設けられ、画像形成装置本体に対して着脱自在に構成
されたプロセスカートリッジであって、
　前記転写残トナー搬送手段が請求項１から６のいずれか一項に記載の粉体搬送装置であ
ることを特徴とするプロセスカートリッジ。
【請求項８】
　像担持体と、該像担持体上にトナー像を形成するトナー像形成手段と、前記像担持体上
のトナー像を転写体に転写する転写手段と、前記像担持体上の転写残トナーを除去する潜
像担持体クリーニング手段と、該潜像担持体クリーニング手段によってクリーニングした
転写残トナーを搬送する転写残トナー搬送手段とを備えた画像形成装置であって、
　前記転写残トナー搬送手段が請求項１～６のいずれか一項に記載の粉体搬送装置である
ことを特徴とする画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、トナーなどの粉体を搬送する粉体搬送装置に係り、詳しくは、回転するこ
とにより粉体に搬送力を付与する粉体搬送コイルを有する粉体搬送装置、それを備えたプ
ロセスカートリッジ及び画像形成装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　従来、複写機、ファクシミリ、プリンタなどの画像形成装置では、粉体であるトナーを
搬送する粉体搬送装置としてのトナー搬送装置を備えている。 
　トナー搬送装置としては、感光体等の像担持体上から除去された転写残トナーをトナー
の再利用装置や廃トナーの回収装置に搬送する転写残トナー搬送装置や、補給用トナーを
トナー収容ボトルから現像装置に搬送する補給トナー搬送装置などが挙げられる。
【０００３】
　特に回転を伝達する箇所以外には軸がないコイル状のトナー搬送コイルは、トナー搬送
管の曲がった箇所でも回転することができるために、トナー搬送管の形状の自由度が大き
くなるという利点がある。その使用例として特許文献１があり、上述のように搬送管が曲
がった状態で使用されている。
【０００４】
　このような従来の粉体搬送装置としてのトナー搬送装置の例を図１６によって説明する
。
　図１６に示すトナー搬送装置１３０は、粉体搬送管としてのトナー搬送管１３１内に回
転することにより粉体であるトナーに搬送力を付与する粉体搬送コイルとしてのトナー搬
送コイル１３４を有している。そのトナー搬送管１３１は曲率を持って鉛直下方向に曲が
っている。
【０００５】
　そして、トナー搬送コイル１３４のトナー搬送方向上流側が、駆動軸１３２によって矢
示Ａ方向に回転されることによって、トナー搬送コイル１３４全体がトナー搬送管１３１
内で回転され、トナーに搬送力を付与する。それによって搬送されたトナーは、トナー搬
送管１３１の搬送方向下流端に設けられた排出口１３７から排出され、プリンタ本体側の
搬送経路である本体側トナー搬送管１４１内へ送り込まれる。その本体側トナー搬送管１
４１内へ送り込まれたトナーは、本体側トナー搬送コイル１４２によって、廃トナー回収
ボトルへ搬送される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　このような粉体搬送装置は粉体搬送管の形状の自由度が高い一方で、内設されたコイル
は粉体搬送管の曲がった箇所で、粉体搬送コイルの回転と共に応力がかかるため、経時で
の金属疲労によりやがては破断に至り、コイルの寿命の長さに制約が生じてしまうという
問題がある。
【０００７】
　例えば、図１７に模式的に示すように、トナー搬送管１３１は水平方向から鉛直方向に
搬送方向を変えるまで、１本のトナー搬送コイル１３４で搬送を行なう。トナー搬送コイ
ル１３４は、トナー搬送管１３１の内径形状に沿うように内包されている。
　そのため、破線枠Ｂで囲んで示すトナー搬送管１３１が曲がった部分（搬送経路の曲線
部分）では、トナー搬送コイル１３４もその曲線形状に倣っている。そしてトナー搬送コ
イル１３４は上流側で駆動軸１３２に固定されており、駆動モータ１３３から駆動を得る
ことによって、トナー搬送コイル１３４の軸を中心として回転することによりトナーを搬
送する。
【０００８】
　このような構成であると、搬送経路の曲線部分でトナー搬送コイル１３４は強い応力を
受け、経時により、やがては点線の円Ｃで示す部分で金属疲労を起こして、図１８に示す
ように破断してしまい、トナー搬送不良となる。
　画像形成装置ではこのようなトナー搬送不良が起こった場合、トナー詰まりを起こして
画像形成動作に支障をきたしてしまうため、トナー搬送部やそれを含むプロセスカートリ
ッジや作像ユニット等の設定寿命を短く設定せざるを得なかった。
【０００９】
　この発明は上記の問題を解決するためになされたものであり、曲がった搬送経路をもつ
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粉体搬送管と、その内部で回転することにより粉体に搬送力を付与する粉体搬送コイルと
を有する粉体搬送装置において、経時での粉体搬送不良を防ぎ、長期に亘って確実に粉体
を搬送できるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この発明による粉体搬送装置は、粉体が搬送される搬送経路の少なくとも一部に曲線部
を有する粉体搬送管と、その粉体搬送管の内部で回転することにより粉体に搬送力を付与
する粉体搬送コイルと、その粉体搬送コイルを回転駆動させる駆動手段とを有する粉体搬
送装置において、上記の目的を達成するため、
　上記粉体搬送コイルを上記搬送経路の曲線部において分割して、粉体搬送方向上流側の
一次搬送コイルと下流側の二次搬送コイルとの２体構成とし、その二次搬送コイルは、そ
の粉体搬送方向上流側端部が上記一次搬送コイルの粉体搬送方向下流側端部と接触して回
転駆動力が伝達されるようにしたことを特徴とする。
【００１１】
　上記一次搬送コイル及び二次搬送コイルは、いずれも帯状の平板材を螺旋状に形成した
平板コイルであるとよい。
　上記一次搬送コイルの粉体搬送方向下流側端部、および上記二次搬送コイルの粉体搬送
方向上流側端部は、いずれも粉体搬送方向に略並行に折り曲げた形状であるとよい。
【００１２】
　上記一次搬送コイルの粉体搬送方向下流側端部、および上記二次搬送コイルの上記粉体
搬送方向上流側端部は、いずれも粉体搬送方向に略並行にＬ字状に折り曲げた形状である
のが望ましい。
　上記一次搬送コイルの粉体搬送方向下流側端部、および上記二次搬送コイルの粉体搬送
方向上流側端部は、いずれも粉体搬送方向に略並行に折り曲げてその先端部をさらに略直
角に折り曲げたＵ字状又はコ字状の形状であるとなおよい。
　上記粉体搬送管の搬送した粉体を排出する排出口の内径は、上記二次搬送コイルの外径
よりも小さいのが望ましい。
【００１３】
　この発明によるプロセスカートリッジは、少なくとも、潜像担持体と、その潜像担持体
表面の転写残トナーを除去する潜像担持体クリーニング手段と、その潜像担持体クリーニ
ング手段で除去された転写残トナーを搬送する転写残トナー搬送手段とが一体的に設けら
れ、画像形成装置本体に対して着脱自在に構成されたプロセスカートリッジであって、上
記転写残トナー搬送手段が、上述したいずれかの粉体搬送装置であることを特徴とする。
【００１４】
　この発明による画像形成装置は、像担持体と、その像担持体上にトナー像を形成するト
ナー像形成手段と、上記像担持体上のトナー像を転写体に転写する転写手段と、上記像担
持体上の転写残トナーを除去する潜像担持体クリーニング手段と、その潜像担持体クリー
ニング手段によってクリーニングした転写残トナーを搬送する転写残トナー搬送手段とを
備え、上記転写残トナー搬送手段が、上述したいずれかの粉体搬送装置であることを特徴
とする。
【発明の効果】
【００１５】
　この発明による粉体搬送装置は、搬送経路の一部に曲線部を有していても、粉体搬送管
内の粉体搬送コイルが経時で破断する恐れがなくなり、粉体を長期に亘って確実に搬送す
ることができる。
　また、この発明によるプロセスカートリッジは、長期に亘って転写残トナーの搬送不良
を起こす恐れがないので、設定寿命を長く設定することができる。
　さらに、この発明による画像形成装置は、転写残トナーの搬送不良によるトナー詰まり
を起こす恐れがないので、長期に亘って良好な品質の画像を形成することができる。
【図面の簡単な説明】
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【００１６】
【図１】この発明を適用した画像形成装置の一実施形態であるプリンタの概略構成図であ
る。
【図２】図１に示したプリンタのトナー像形成部を構成するプロセスカートリッジの概略
構成図である。
【図３】図１に示したプリンタの各プロセスカートリッジのトナー搬送装置から廃トナー
ボトルまでのトナー搬送経路を示す模式図である。
【図４】この発明によるトナー搬送装置の第１実施例のトナー搬送管の内部を示す模式的
な図である。
【図５】その比較例を示す図４と同様な模式的な図である。
【図６】図４における一次搬送コイルの斜視図である。
【図７】図６における破線の枠で囲んだ部分の拡大図である。
【図８】図４における二次搬送コイルの斜視図である。
【図９】図８における破線の枠で囲んだ部分の拡大図である。
【図１０】図４における一次搬送コイルと二次搬送コイルの駆動伝達部付近の拡大斜視図
である。
【図１１】この発明によるトナー搬送装置の第２実施例における一次搬送コイルの斜視図
である。
【図１２】図１１における破線の枠で囲んだ部分の拡大図である。
【図１３】同じく第２実施例における二次搬送コイルの斜視図である。
【図１４】図１３における破線の枠で囲んだ部分の拡大図である。
【図１５】同じく第２実施例における一次搬送コイルと二次搬送コイルの駆動伝達部付近
の拡大斜視図である。
【図１６】従来のトナー搬送装置と本体側トナー搬送管の概略構成を示す透視的な斜視図
である。
【図１７】同じくそのトナー搬送装置のトナー搬送管の内部を示す模式的な図である。
【図１８】同じくそのトナー搬送コイルの破断例を示す図１７と同様な図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、この発明を実施するための形態を図面に基づいて具体的に説明する。
　まず、この発明を、画像形成装置であるカラーレーザプリンタ（以下、単に「プリンタ
」という）に適用した実施形態について説明する。図１は、その実施形態のプリンタの概
略構成図である。
【００１８】
　このプリンタ１００は、イエロー、シアン、マゼンタ、ブラック（黒）の４色のトナー
像形成手段としてのプロセスカートリッジ１０１Ｙ，１０１Ｃ，１０１Ｍ，１０１Ｋを横
に並べて配置してタンデム型画像形成部を構成する。このタンデム型画像形成部では、プ
ロセスカートリッジ１０１Ｙ，１０１Ｃ，１０１Ｍ，１０１Ｋが、図１において左側から
順に配置されている。
ここで、各符号の添字Ｙ、Ｃ、Ｍ、Ｋは、それぞれイエロー、シアン、マゼンタ、ブラッ
ク用の部材であることを示す。
【００１９】
　各プロセスカートリッジ１０１Ｙ，１０１Ｃ，１０１Ｍ，１０１Ｋは、潜像担持体とし
てのドラム状の感光体２１Ｙ，２１Ｃ，２１Ｍ，２１Ｋの周りに、帯電装置（符号省略）
、現像装置１０Ｙ，１０Ｃ，１０Ｍ，１０Ｋ、感光体クリーニング装置（符号省略）等を
備えている。
【００２０】
　このプリンタ１００内の上部には、イエロー、シアン、マゼンタ、ブラックの各色トナ
ーが充填されたトナーボトル２Ｙ，２Ｃ，２Ｍ，２Ｋが配置されている。そして、このト
ナーボトル２Ｙ，２Ｃ，２Ｍ，２Ｋから図示しない搬送経路によって、所定の補給量だけ
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各色の現像装置１０Ｙ，１０Ｃ，１０Ｍ，１０Ｋに各色のトナーが補給される。
【００２１】
　また、タンデム型画像形成部の下部に、潜像形成手段としての光書込ユニット９を設け
ている。この光書込ユニット９は、光源、ポリゴンミラー、ｆθレンズ、反射ミラー等を
備え、画像データに基づいて各感光体２１Ｙ，２１Ｃ，２１Ｍ，２１Ｋの表面にレーザ光
を走査しながら照射するように構成されている。
【００２２】
　また、タンデム型画像形成部の直ぐ上には、中間転写体として無端ベルト状の中間転写
ベルト１を設けている。この中間転写ベルト１は、支持ローラ１ａ、１ｂに掛け回され、
一方の支持ローラ１ａは駆動ローラであり、その回転軸には駆動源としての図示しない駆
動モータが連結されている。この駆動モータを駆動させると、中間転写ベルト１が図１に
おいて反時計回りに回転移動するとともに、従動可能な支持ローラ１ｂが回転する。
【００２３】
　この中間転写ベルト１の内側には、感光体２１Ｙ，２１Ｃ，２１Ｍ，２１Ｋ上に形成さ
れたトナー像を中間転写ベルト１上に転写するための一次転写ローラ１１Ｙ，１１Ｃ，１
１Ｍ，１１Ｋを設けている。 
　また、一次転写ローラ１１Ｙ，Ｃ，Ｍ，Ｋより中間転写ベルト１の駆動方向下流に二次
転写装置としての二次転写ローラ５を設けている。この二次転写ローラ５と中間転写ベル
ト１を挟んで反対側には、支持ローラ１ｂが配置されており、二次転写対向ローラとして
の機能を果たしている。
【００２４】
　また、光書込ユニット９の下方には、第一給紙カセット８ａと第二給紙カセット８ｂ、
および第一給紙コロ７ａと第二給紙コロ７ｂを備えており、第一給紙コロ７ａ及び第二給
紙コロ７ｂの搬送方向下流側には、レジストローラ６等を備えている。
　さらに、二次転写ローラ５によってトナー像を転写された転写紙Ｐの進行方向において
二次転写ローラ５の下流側には、転写紙Ｐ上のトナー像を定着する定着装置４と、トナー
像を定着された転写紙Ｐを排紙する排紙ローラ３を備えている。 
【００２５】
　各プロセスカートリッジ１０１Ｙ、１０１Ｃ、１０１Ｍ、１０１Ｋは、それぞれ同じ構
成を有し、同様な動作をおこなうものである。そこで、以下各符号の添字Ｙ、Ｃ、Ｍ、Ｋ
を省略し、プロセスカートリッジ１０１として、図２によってその説明を詳細に行う。
【００２６】
　図２は、そのプロセスカートリッジ１０１の概略断面図である。図２において、矢示方
向に回転する感光体２１の周りに、帯電装置の帯電ローラ１７、現像装置１０、感光体ク
リーニング装置２５のファーブラシ２６、クリーニングブレード２７等が順に配置されて
いる。帯電ローラ１７は感光体２１の鉛直下方に配置されている。 
　また、帯電ローラ１７の下方には、帯電ローラ１７の表面に当接して連れ周りによって
回転し、帯電ローラ１７の表面をクリーニングする帯電クリーニングローラ１８を備えて
いる。
【００２７】
　感光体クリーニング装置２５は、ファーブラシ２６とクリーニングブレード２７を備え
ている。この感光体クリーニング装置２５には、感光体２１から掻き取った転写残トナー
をプロセスカートリッジ１０１外に排出するため、粉体搬送コイルであるトナー搬送コイ
ル３４を備えた粉体搬送装置としてのトナー搬送装置３０と接続している。
【００２８】
　このように、プロセスカートリッジ１０１は、感光体２１、帯電ローラ１７等の帯電装
置、現像装置１０、感光体クリーニング装置２５などを一体的に形成しており、プリンタ
１００の本体に着脱可能になっている。
　したがって、図１に示した各色のプロセスカートリッジ１０１Ｙ、１０１Ｃ、１０１Ｍ
、１０１Ｋは、いずれもプリンタ１００の本体に着脱可能である。
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【００２９】
　そして、その４個のプロセスカートリッジ１０１が、それぞれトナー搬送装置３０を備
えており、その各トナー搬送装置３０によって搬送される転写残トナーは、廃トナーとし
て図１に示す廃トナー回収ボトル２００に集められる。なお、中間転写体クリーニング装
置１２によって回収された転写残トナーも、廃トナーとして不図示のトナー搬送装置によ
って廃トナー回収ボトル２００へ搬送される。 
【００３０】
　次に、このプリンタ１００の動作を説明する。
　図１における各色用のプロセスカートリッジ１０１Ｙ，１０１Ｃ，１０１Ｍ，１０１Ｋ
において、それぞれ感光体２１Ｙ，２１Ｃ，２１Ｍ，２１Ｋを回転し、その回転とともに
、先ず、それぞれ帯電装置の図２に示した帯電ローラ１７で感光体２１Ｙ，２１Ｃ，２１
Ｍ，２１Ｋの表面を一様に帯電する。次いで、光書込ユニット９からのレーザによる書込
み光を照射して感光体２１Ｙ，２１Ｃ，２１Ｍ，２１Ｋ上に画像データに応じた静電潜像
を形成する。その後、現像装置１０Ｙ，１０Ｃ，１０Ｍ，１０Ｋによりトナーが付着され
、各静電潜像を可視像化することによって各感光体２１Ｙ，２１Ｃ，２１Ｍ，２１Ｋの表
面に、それぞれイエロー、シアン、マゼンタ、ブラックの単色可視画像を形成する。
【００３１】
　また、不図示の駆動モータで駆動ローラである支持ローラ１ａを回転駆動して、中間転
写ベルト１を回動させると共に支持ローラ１ｂ及び二次転写ローラ５を従動回転させる。
そして、各感光体２１Ｙ，２１Ｃ，２１Ｍ，２１Ｋ上の可視像を、一次転写ローラ１１Ｙ
，１１Ｃ，１１Ｍ，１１Ｋによって中間転写ベルト１上に順次重ねて転写させる。このよ
うにして、中間転写ベルト１上にフルカラーのトナー像を形成する。画像転写後の感光体
２１Ｙ，２１Ｃ，２１Ｍ，２１Ｋの表面は、感光体クリーニング装置２５によって残留ト
ナーを除去して清掃し、次の画像形成に備える。
【００３２】
　この画像形成のタイミングに合わせて、第一給紙カセット８ａ又は第二給紙カセット８
ｂから、転写紙Ｐの先端が第一給紙コロ７ａ又は第二給紙コロ７ｂにより繰り出され、レ
ジストローラ６まで搬送されて一旦停止する。そして、中間転写ベルト１上への画像形成
動作とタイミングを取りながら、レジストローラ６によって、その転写紙Ｐが二次転写ロ
ーラ５と中間転写ベルト１との間に搬送される。ここで、中間転写ベルト１と二次転写ロ
ーラ５とは転写紙Ｐを挟んでいわゆる二次転写ニップを形成し、二次転写ローラ５によっ
て中間転写ベルト１上のトナー像を転写紙Ｐ上に二次転写する。
【００３３】
　画像転写後の転写紙Ｐは定着装置４へ送り込まれ、定着装置４で熱と圧力とを加えられ
て転写画像を定着して、排紙ローラ３によって機外へ排出される。
　一方、画像転写後の中間転写ベルト１は、中間転写体クリーニング装置１２によって、
画像転写後に中間転写ベルト１上に残留する残留トナーが除去され、タンデム型画像形成
部による再度の画像形成に備える。 
【００３４】
　このプリンタ１００における各色のプロセスカートリッジ１０１Ｙ、１０１Ｃ、１０１
Ｍ、１０１Ｋのトナー搬送装置３０は、そのトナー搬送管が図１６に示したトナー搬送管
１３１と同様に曲がっており、搬送方向を水平方向から鉛直方向に曲げる。そして、図３
に示すように、その各トナー搬送管３１内の後述するトナー搬送コイルによって搬送され
る転写残トナーが、プリンタ本体側の搬送経路である水平方向の本体側トナー搬送管４１
内へ送り込まれる。その本体側トナー搬送管４１内へ送り込まれたトナーは、図示を省略
した本体側トナー搬送コイルによって矢示方向に搬送されて、廃トナー回収ボトル２００
へ搬送される。そのトナー搬送装置３０については以下に説明する。
【００３５】
　〔粉体搬送装置の第１実施例〕
　次に、この発明による粉体搬送装置の第１実施例であるトナー搬送装置３０について、
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図４～図１０によって説明する。
　図４はそのトナー搬送装置のトナー搬送管の内部を示す模式的な図であり、図５はその
比較例を示す図４と同様な図である。図６は図４における一次搬送コイルの斜視図、図７
はその破線の枠で囲んだ部分の拡大図である。図８は図４における二次搬送コイルの斜視
図、図９はその破線の枠で囲んだ部分の拡大図である。図１０は図４における一次搬送コ
イルと二次搬送コイルの駆動伝達部付近の拡大斜視図である。
【００３６】
　このトナー搬送装置３０は、図４に模式的に示すように、粉体が搬送される搬送経路の
少なくとも一部に曲線部３１ａを有する粉体搬送管であるトナー搬送管３１と、そのトナ
ー搬送管３１の内部で回転することにより粉体であるトナーに搬送力を付与する粉体搬送
コイルであるトナー搬送コイル３４と、そのトナー搬送コイル３４を回転駆動させる駆動
手段である駆動軸３２及び駆動モータ３３とを有する。
【００３７】
　そして、トナー搬送管３１による搬送経路の曲線部３１ａにおいて、トナー搬送コイル
３４を分割して、トナー搬送方向上流側の一次搬送コイル３４１と下流側の二次搬送コイ
ル３４２との２体構成とし、二次搬送コイル３４２は、そのトナー搬送方向上流側端部３
４２aが一次搬送コイル３４１のトナー搬送方向下流側端部３４１ａと接触して、回転駆
動力が伝達されるように構成されている。図４において、トナー搬送コイル３４の点線の
円で囲んだ部分３５が駆動伝達部である。
【００３８】
　トナー搬送管３１の下流側端部にトナーを排出する排出口３７が設けられており、その
排出口３７の内径は二次搬送コイル３４２の外径よりも小さくしてある。それによって、
二次搬送コイル３４２の下流側端部３４２ｂは、トナー搬送管３１の下流側端部のトナー
排出口３７が形成されてリング状端板３６に係合して、その軸線方向の位置を規制される
。
【００３９】
　仮に、図５に示す比較例のように、排出口３７の内径が二次搬送コイル３４２の外径よ
りも大きいと、二次搬送コイル３４２の下流側端部３４２ｂはその軸線方向の位置が規制
されないことになる。すると、二次搬送コイル３４２は自身の重みや搬送されてくるトナ
ーに押し出されて下流側にずれて、その下流側端部３４２ｂが排出口３７からトナー搬送
管３１の外部へ出てしまう。そうなると、一次搬送コイル３４１の下流側端部３４１ａと
二次搬送コイル３４２の上流側端部３４２aとが接触しなくなり、一次搬送コイル３４１
から二次搬送コイル３４２に駆動力が伝達されなくなってしまう。そのため、図４に示し
たように、排出口３７の内径は二次搬送コイル３４２の外径よりも小さくしている。
【００４０】
　この実施例によれば、図５に示す駆動モータ３３によって駆動軸３２が矢示Ａ方向に回
転されると、トナー搬送管３１内の一次搬送コイル３４１がその駆動軸３２の回転方向に
回転し、その回転が駆動伝達部３５で二次搬送コイル３４２に伝達されて、二次搬送コイ
ル３４２もコイル軸を中心に回転する。それによって、トナー搬送管３１の上流側に設け
られた図示していない投入口から投入される転写残トナーが、トナー搬送管３１内を下流
側へ搬送され、排出口３７から排出され、図３に示した本体側トナー搬送管４１内へ送り
込まれる。
【００４１】
　前述したように、トナー搬送コイル３４は、トナー搬送管３１による搬送経路の曲線部
３１ａでは強い応力を受け、経時により破断しやすい。しかし、この実施例では、その最
も破断しやすい部分で始めから分断して、トナー搬送方向上流側の一次搬送コイル３４１
と下流側の二次搬送コイル３４２との２体構成とし、その二次搬送コイル３４２の上流側
端部３４２aと一次搬送コイル３４１の下流側端部３４１ａとを接触させて、回転駆動力
を伝達するようにしたので、破断による搬送不良が生じることがなく、長期に亘って確実
にトナーを搬送することができる。
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【００４２】
　その一次搬送コイル３４１と二次搬送コイル３４２の具体例を図６～図１０に示す。
　一次搬送コイル３４１と二次搬送コイル３４２は、それぞれ図６と図８に示すように、
帯状の平板材を螺旋状に形成した平板コイルである。
　そして、一次搬送コイル３４１のトナー搬送方向下流側端部３４１ａは、図７に拡大し
て示すように、トナー搬送方向に略並行に折り曲げた形状である。この例では、螺旋状の
端部からトナー搬送方向にＬ字状に折り曲げた形状である。
【００４３】
　二次搬送コイル３４２のトナー搬送方向上流側端部３４２ａも、図９に拡大して示すよ
うに、トナー搬送方向に略並行に折り曲げた形状である。この例では、螺旋状の端部から
トナー搬送方向にＬ字状に折り曲げた形状である。
　この一次搬送コイル３４１のトナー搬送方向下流側端部３４１ａと二次搬送コイル３４
２のトナー搬送方向上流側端部３４２ａとは、互いに反対向きで平行しており、図１０に
拡大して示すように、互いに対向する平面が接触して駆動伝達部３５となる。図１０にお
ける矢印は回転駆動方向を、破線はトナー搬送管３１の内壁３１ｂを示す。
【００４４】
　〔粉体搬送装置の第２実施例〕
　次に、この発明による粉体搬送装置の第２実施例であるトナー搬送装置について、図１
１～図１５によって説明する。
　図１１はそのトナー搬送装置における一次搬送コイルの斜視図、図１２はその破線の枠
で囲んだ部分の拡大図である。図１３は二次搬送コイルの斜視図、図１４はその破線の枠
で囲んだ部分の拡大図である。図１５は一次搬送コイルと二次搬送コイルの駆動伝達部付
近の拡大斜視図である。これらの図において、図６～図１０と対応する部分には同一の符
号を付している。
【００４５】
　この第２実施例のトナー搬送装置もその全体構成は図４によって説明したトナー搬送装
置３０と同様である。この第２実施例で上述した第１実施例と相違するのは、一次搬送コ
イル３４１のトナー搬送方向下流側端部３４１ａと二次搬送コイル３４２のトナー搬送方
向上流側端部３４２ａの形状だけである。
【００４６】
　この実施例の一次搬送コイル３４１は、図１１に示すように螺旋状に形成した平板コイ
ルであり、そのトナー搬送方向下流側端部３４１ａは、図１２に拡大して示すように、螺
旋状の端部からトナー搬送方向に折り曲げ、その先端部３４１ａ１をさらに略直角に折り
曲げてコ字状に形成されている。各折曲部にアールを持たせてＵ字状に形成してもよい。
　二次搬送コイル３４２も、図１３に示すように螺旋状に形成した平板コイルであり、そ
のトナー搬送方向上流側端部３４２ａは、図１４に拡大して示すように、螺旋状の端部か
らトナー搬送方向に折り曲げ、その先端部３４２ａ１をさらに略直角に折り曲げてコ字状
に形成されている。これも各折曲部にアールを持たせてＵ字状に形成してもよい。
【００４７】
　この一次搬送コイル３４１のトナー搬送方向下流側端部３４１ａと二次搬送コイル３４
２のトナー搬送方向上流側端部３４２ａとは、互いに反対向きのコ字状又はＵ字状に形成
されており、図１５に拡大して示すように、互いに噛み合うように係合して、対向する２
平面ずつが互いに接触して駆動伝達部３５となる。図１５における矢印は回転駆動方向を
、破線はトナー搬送管３１の内壁３１ｂを示す。
　この実施例によれば、一次搬送コイル３４１と二次搬送コイル３４２との駆動伝達部３
５における両端部の接触がより確実になり、長期に亘って一層確実にトナーを搬送するこ
とができる。
【００４８】
　〔プロセスカートリッジと画像形成装置について〕
　この発明によるプロセスカートリッジの実施例であるプロセスカートリッジ１０１は、
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図２に示したように、少なくとも潜像担持体である感光体２１と、その感光体２１の表面
の転写残トナーを除去する潜像担持体クリーニング手段である感光体クリーニング装置２
５と、その感光体クリーニング装置２５で除去された転写残トナーを搬送する転写残トナ
ー搬送手段とが一体的に設けられ、図１に示したプリンタ１００の本体に対して着脱自在
に構成されている。
【００４９】
　その転写残トナー搬送手段が、上述したこの発明による粉体搬送装置の実施例であるト
ナー搬送装置３０であり、そのトナー搬送装置３０によって転写残トナーを本体側トナー
搬送管へ搬送する。
【００５０】
　この発明による画像形成装置の実施例であるプリンタ１００は、図１に示す各色のプロ
セスカートリッジ１０１Ｙ、１０１Ｃ、１０１Ｍ、１０１Ｋが、いずれも上述したこの発
明の実施例であるプロセスカートリッジ１０１であるから、そのプロセスカートリッジ１
０１のトナー搬送装置３０を含む全ての構成を有している。しかし、その各構成部材を本
体に着脱自在なプロセスカートリッジとして構成することは必須ではない。
【００５１】
　この発明による粉体搬送装置は、転写残トナーをトナーの再利用装置や廃トナーの回収
装置に搬送する転写残トナー搬送装置に限るものではなく、補給用トナーをトナー収容ボ
トルから現像装置に搬送する補給トナー搬送装置にも同様に適用できる。また、トナー以
外の各種の粉体を搬送するための粉体搬送装置にも同様に適用できる。
【００５２】
　また、この発明による画像形成装置もカラーレーザプリンタに限るものではなく、カラ
ーあるいは単色の電子写真方式の各種画像形成装置、例えばプリンタ、複写機、ファクシ
ミリ装置、デジタル複合機等に同様に適当できる。
　この発明は上述した各実施例に限るものではなく、特許請求の範囲に規定した範囲を逸
脱しない範囲で、適宜追加又は省略したり、変更することができることは勿論である。
【産業上の利用可能性】
【００５３】
　この発明は、各種の粉体を搬送する粉体搬送装置に利用でき、特に電子写真方式の各種
画像形成装置における転写残トナー搬送装置や、補給トナー搬送装置に利用するのに適し
ている。また、そのようなトナー搬送装置を備えたプロセスカートリッジや、プリンタ、
複写機、ファクシミリ装置、デジタル複合機等の画像形成装置に利用することができる。
【符号の説明】
【００５４】
１：中間転写ベルト　　２Ｙ，２Ｃ，２Ｍ，２Ｋ： トナーボトル
３：排紙ローラ　　４：定着装置　　５：二次転写ローラ
６： レジストローラ　　７ａ：第一給紙コロ　　７ｂ：第二給紙コロ
８ａ：第一給紙カセット　　８ｂ：第二給紙カセット　　９：光書込ユニット
１０，１０Ｙ，１０Ｃ，１０Ｍ，１０Ｋ：現像装置
１１Ｙ，１１Ｃ，１１Ｍ，１１Ｋ：一次転写ローラ
１２：中間転写体クリーニング装置　　１７：帯電ローラ
１８：帯電クリーニングローラ
２１，２１Ｙ，２１Ｃ，２１Ｍ，２１Ｋ： 感光体（像担持体）
２５：感光体クリーニング装置（潜像担持体クリーニング手段）
２６：ファーブラシ　　２７：クリーニングブレード
【００５５】
３０：トナー搬送装置（転写残トナー搬送手段、粉体搬送装置）
３１：トナー搬送管（粉体搬送管）　　３１ａ：曲線部
３２：駆動軸　　３３：駆動モータ　　３４：トナー搬送コイル
３５：駆動伝達部　　３６：リング状端板　　３７：排出口
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４１ 本体側トナー搬送管　　１００：プリンタ（画像形成装置）
１０１，１０１Ｙ，１０１Ｃ，１０１Ｍ，１０１Ｋ：プロセスカートリッジ
２００：廃トナー回収ボトル
３４１：一次搬送コイル　　３４１ａ：一次搬送コイルのトナー搬送方向下流側端部
３４２：二次搬送コイル　　３４２ａ：二次搬送コイルのトナー搬送方向上流側端部
３４２ｂ：二次搬送コイルのトナー搬送方向下流側端部
【先行技術文献】
【特許文献】
【００５６】
【特許文献１】特開２００７－１２１８２８号公報
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